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1) 能動感作には白色家兎に， bovine α-crystallin 200mg を Freund の complete adjuvant とともに，
週一回筋肉内注射を 6 回くりかえし， ring test により充分抗体価の上昇したものを用いた。この hyper













2) hyperimmune な能動感作家兎では，水晶体切嚢術により， 早期に発症する，比較的前眼部に限局
した強い限内炎を認めた。
3) 非動化抗血清を正常家兎に静注後，上記の惹起操作により，眼反応を再現した。




2) 抗血清による passive transfer は，皮内反応，眼反応ともに陰性であった。
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2. 少量感作の場合の限反応についても同様の検討を加えている D すなわち， bovine α-crystal1in 30mg 
を complete adjuvant とともに筋肉内に 1 回注射し，流血中に抗体のない時期に惹起操作を加えている。
成績
1. 1) 多量感作群では，流血中に強い沈降抗体の出現にかかわらず，惹起操作によらねば，眼反応は生
じない。 2) hyperimmune な能動感作家兎では切嚢術および少量の感作抗原の前房内注入により，早期
に発症する，前服部に限局した強い限内炎をみとめる。 3) 非動化抗血清を正常家兎に静注後，上記の惹
起操作により， 眼反応の再現をみている。 4) hyperimmune な家兎の細胞成分を移植した家兎で、は，眼
反応は陰性である c
2. 1) 少量能動感作家兎では，切嚢術によってのみ限内炎の発症があり，少量の感作抗原の前房内注入
では炎症をみとめない。 2) 抗血清による passive transfer は， 皮内反応，眼反応ともに陰性である。
3) 細胞成分による passive transfer は，その家兎群の半数に皮内反応陽性であるが，限反応は切嚢術に
よる外傷性反応との明確な区別は困難である。
むすび
水晶体蛋白質成分のうち，高度の単一性を示す一分画を感作抗原として，多量感作の際には，その限内
炎は主として流血中の抗体によって惹起きれることを示し，少量感作の際には，流血中に抗体をみとめ
ず，細胞成分によって transfer される感作状態の寄在する乙とがたしかめられている。
以上の結果は，水晶体蛋白質成分による限内炎が，いわゆる早発型，遅発型，いずれの反応によっても
発症しうることを示唆し，水品体過敏性限内炎の本態の解明に意義あるものと考える c
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